
   

XSEL-R/S、RX/SX、RXD/SXD 
ファーストステップガイド  第 1 版 

 
このたびは、当社の製品をお買い上げいただきまして、ありがとうございます。 
安全のために、本ﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞのほか、安全ｶﾞｲﾄﾞおよび取扱説明書に従って、正しく使用して 
ください。このﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞは、本製品専用に書かれたｵﾘｼﾞﾅﾙの説明書です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• この取扱説明書の全部または一部を無断で使用・複製することはできません。 
• 本文中における会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

製品の確認 
本製品は、標準構成の場合、以下の部品で構成されています。 
万が一、型式違いや不足のものがありましたら、お手数ですが、販売店または当社まで連絡してください。 
1. 構成品(ｵﾌﾟｼｮﾝを除く) 

番号 品 名 型 式 
数 量 

R/RX/RXD S/SX/SXD 
1 ｺﾝﾄﾛｰﾗ本体 型式銘版の見方、型式の見方参照  

付属品 
2 ｼｽﾃﾑ I/O ﾌﾟﾗｸﾞ MC1.5/9-ST-3.5(ﾒｰｶ：ﾌｪﾆｯｸｽｺﾝﾀｸﾄ) 2 2 
3 AC 電源ﾌﾟﾗｸﾞ GMSTB2.5/6-STF-7.62(ﾒｰｶ：ﾌｪﾆｯｸｽｺﾝﾀｸﾄ) 1 1 
4 ﾌﾞﾚｰｷ電源入力ﾌﾟﾗｸﾞ MC1.5/2-ST-3.5(ﾒｰｶ：ﾌｪﾆｯｸｽｺﾝﾀｸﾄ) 1 1 
5 ﾀﾞﾐｰﾌﾟﾗｸﾞ DP-2 － 1 
6 DeviceNet 仕様の場合 SMSTB2.5/5-STF-5.08AU(ﾒｰｶ：ﾌｪﾆｯｸｽｺﾝﾀｸﾄ) 1 1 
７ CC-Link 仕様の場合 MSTB2.5/5-ST-5.08AU(ﾒｰｶ：ﾌｪﾆｯｸｽｺﾝﾀｸﾄ) 1 1 
8 ﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄ  ゙ MJ0314 1 1 
9 安全ｶﾞｲﾄﾞ M0194 1 1 

2. ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙ(別売) 
ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成、教示などによるﾎﾟｼﾞｼｮﾝ設定、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定などｾｯﾄｱｯ
ﾌﾟの操作に必要です。いずれかのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙをご用意ください。 

番号 品 名 型 式 
対応ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

R/RX/RXD S/SX/SXD 
1 ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ(RS232C ｹｰﾌﾞﾙ＋非常停止ﾎﾞｯｸｽ付き) IA-101-X-MW ○ × 

2 ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ(USB 変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ＋RS232C ｹｰﾌﾞﾙ＋ 
非常停止ﾎﾞｯｸｽ付き) 

IA-101-X-USBMW 
○ × 

3 ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ(安全ｶﾃｺﾞﾘ4対応ｹｰﾌﾞﾙ＋非常停止ﾎﾞｯｸｽ付き) IA-101-XA-MW ○ ○ 
4 ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ SEL-T ○ ○ 
5 ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ(ﾃﾞｯﾄﾞﾏﾝｽｲｯﾁ付き) SEL-TD ○ ○ 
6 ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ 

(ﾃﾞｯﾄﾞﾏﾝｽｲｯﾁ付き、ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(IA-LB-TG)付き) 
SEL-TG ○ ○ 

7 ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ IA-T-X ○ × 
8 ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ(ﾃﾞｯﾄﾞﾏﾝｽｲｯﾁ付き) IA-T-XD ○ × 

3. 本製品関連の取扱説明書 
番号 名 称 管理番号 

1 SEL 言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ MJ0224 

2 
XSEL-ｺﾝﾄﾛｰﾗ P/Q/PX/QX/PCT/QCT/R/S/RX/SX/RXD/SXD 
RC ｹﾞｰﾄｳｪｲ機能 取扱説明書 MJ0188 

 ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ IA-101-X-MW/IA-101-X-USBMW 取扱説明書 MJ0154 
4 ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ SEL-T/TD/TG 取扱説明書 MJ0183 
5 ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ IA-T-X/XD 取扱説明書 MJ0160 
6 DeviceNet 取扱説明書 MJ0124 
7 CC-Link 取扱説明書 MJ0123 
8 PROFIBUS-DP 取扱説明書 MJ0153 
9 Ethernet 取扱説明書 MJ0140 
10 EtherCAT 取扱説明書 MJ0309 
11 EtherNet/IP 取扱説明書 MJ0308 
12 IA ﾈｯﾄ取扱説明書 MJ0307 

4. 型式銘版の見方 
 

5. 型式の見方 

5.1 多軸仕様ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※1 ﾓｰﾀ駆動源を分離した安全保護回路の構成ができるﾀｲﾌﾟ 
注 1 RCS2-R**7 ｼﾘｰｽﾞ、RCS-RB75 ｼﾘｰｽﾞ、RCS-G20、RCS-R*、ﾘﾆｱﾓｰﾀｱｸﾁｭｴｰﾀ(LSA)は接続できません。 

5.2 ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ＋付加軸(最大 4 軸)仕様ｺﾝﾄﾛｰﾗ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1 ﾓｰﾀ駆動源を分離した安全保護回路の構成ができるﾀｲﾌﾟ 
注 1 RCS2-R**7 ｼﾘｰｽﾞ、RCS-RB75 ｼﾘｰｽﾞ、RCS-G20、RCS-R*、ﾘﾆｱﾓｰﾀｱｸﾁｭｴｰﾀ(LSA)は接続できません。   
[XSEL-RX/SX の付加軸の制限] 

ｽｶﾗ型式 合計 W 数(接続可能軸数) 
単相仕様 三相仕様 

IX-NNN1205/1505/1805 合計 1500W 以下(最大 4 軸) 
1 軸最大 750W 

合計 1500W 以下(最大 4 軸) 
1 軸最大 750W 

IX-□N□2515H/3015H/3515H  合計 1500W 以下(最大 4 軸) 
1 軸最大 750W 

IX-□N□5020H/6020H  合計 600W 以下(最大 4 軸) 
1 軸最大 600W 

IX-□N□70□□H/□80□□H  不可 
IX-NSN5016H/6016H  不可 

5.3 ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ 2 台接続専用仕様ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1 ﾓｰﾀ駆動源を分離した安全保護回路の構成ができるﾀｲﾌﾟ 
[XSEL-RXD/SXD のｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ組合せの制限] 
(1) 三相仕様 

1 台目 2 台目 
IX-NNN1205/1505/1805 
IX-□N□2515H/3015H/3515H 

IX-NNN1205/1505/1805 
IX-□N□2515H/3015H/3515H 

IX-□N□5020H/6020H IX-NNN1205/1505/1805 
 
 

基本仕様 
仕様一覧 

仕様項目 XSEL-R/RX/RXD XSEL-S/SX/SXD 

制御軸数 
XSEL-R/S：1 軸～8 軸 
XSEL-RX/SX：ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ 1 軸～4 軸、付加軸 5 軸～8 軸 
XSEL-RXD/SXD：ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ 1 軸～4 軸、5 軸～8 軸 

対応ﾓｰﾀ容量 20W～750W 

接続可能合計Ｗ数 三相仕様ｺﾝﾄﾛｰﾗ：2400W  
単相仕様ｺﾝﾄﾛｰﾗ：1600W(R/S ﾀｲﾌﾟにかぎる) 

制御電源電圧 単相 AC200V～230V±10% 
ﾓｰﾀ駆動用電源電圧 三相 AC200V～230V±10%／単相 AC200V～230V±10% 
電源周波数 50Hz/60Hz 

突入電流(注 1) 

制御電源 60A 
ﾓｰﾀ 
駆動用
電源 

1200W 未満 60A(最大) 

1200W 以上 120A(最大) 
漏れ電流(注 2) 

(高調波成分を除く) 
制御電源 0.4mA 0.2mA 
ﾓｰﾀ駆動用電源 2mA 以下 

発熱量 電源容量と発熱量の項参照 
PIO 電源(注 3) DC24V±10% (外部から供給) 
電磁ﾌﾞﾚｰｷ用電源 
(ﾌﾞﾚｰｷ付きｱｸﾁｭｴｰﾀの場合) DC24V±10% 1 ｱｸﾁｭｴｰﾀ当り約 0.35A(外部から供給) 

瞬時停電耐性 10ms(電源周波数 50Hz 使用時)、8ms(電源周波数 60Hz 使用時) 
ﾓｰﾀ制御方式 ﾌﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ AC ｻｰﾎﾞ 
対応ｴﾝｺｰﾀﾞ ｲﾝｸﾘﾒﾝﾀﾙｼﾘｱﾙｴﾝｺｰﾀﾞまたはｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄｼﾘｱﾙｴﾝｺｰﾀﾞ 
速度設定 1mm/s～ 上限はｱｸﾁｭｴｰﾀ仕様による 
加速度設定 0.01G～ 上限はｱｸﾁｭｴｰﾀ仕様による 

ｼﾘｱﾙ通信ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ RS232C：1CH(X-SEL ｼﾘｱﾙ通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(ﾌｫｰﾏｯﾄ B)) 
速度：最大 115.2kbps  ｺﾈｸﾀ：D-sub25 ﾋﾟﾝ 

ﾎﾟｰﾄ 1 RS232C：1CH(X-SEL ｼﾘｱﾙ通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(ﾌｫｰﾏｯﾄ B)) 
速度：最大 115.2kbps  ｺﾈｸﾀ：D-sub9 ﾋﾟﾝ  ｹｰﾌﾞﾙ長最大 10m 

ﾎﾟｰﾄ 2 

【汎用 RS232C】 
RS232C：1CH(X-SEL ｼﾘｱﾙ通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(ﾌｫｰﾏｯﾄ B)) 
速度：最大 115.2kbps  ｺﾈｸﾀ：D-sub9 ﾋﾟﾝ  ｹｰﾌﾞﾙ長最大 10m 
【RC ｹﾞｰﾄｳｪｲ】 
RS485：1CH(Modbus ﾌﾟﾛﾄｺﾙ RTU/ASCII 準拠) 
速度：最大 230.4kbps  ｺﾈｸﾀ：D-sub9 ﾋﾟﾝ  ｹｰﾌﾞﾙ長最大 100m 

外部ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

PIO 仕様 
PIO ﾎﾞｰﾄﾞ最大 2 枚 
DC24V 専用信号入出力(入出力点数、NPN/PNP 選択) 
[5. ｺﾝﾄﾛｰﾗの型式の見方参照] 

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾈｯﾄﾜｰｸ仕様 
DeviceNet、CC-Link、PROFIBUS、EtherNet/IP、EtherCAT 
(DeviceNet、CC-Link、PROFIBUS のいずれかと EtherNet/IP、EtherCAT
いずれか、同時に装着が可能）[別冊の各ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽ取扱説明書参照] 

拡張 I/O ﾕﾆｯﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ) PIO ﾎﾞｰﾄﾞ最大 4 枚(拡張 I/O 使用) 
ﾃﾞｰﾀ設定、入力方法 ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄまたはﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語 SEL 言語 
最大ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｽﾃｯﾌﾟ数 9999 ｽﾃｯﾌﾟ 

XSEL － R － 8 － 400A － 200A － 100AB － 60A － 400A － 200A － 100AB － 60A － EPEIA － DGN1 － 2 － 3 
    (1軸目) (2軸目) (3軸目) (4軸目) (5軸目) (6軸目) (7軸目) (8軸目)     

型式表 
 

ｼﾘｰｽﾞ

名 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

ﾀｲﾌﾟ名 

 

軸数 

 

1～8軸内容(注1) ﾈｯﾄﾜｰｸｽﾛｯﾄ I/Oｽﾛｯﾄ  

I/O 
ｹｰﾌﾞﾙ長 

 

電源 

電圧 

ﾓｰﾀ 

W数 

ｴﾝｺｰﾀﾞ 

種類 
ﾌﾞﾚｰｷ ｸﾘｰﾌﾟ 

原点ｾﾝｻ 

(LS) 
ｼﾝｸﾛ 

指定 
ｽﾛｯﾄ1 ｽﾛｯﾄ2 ｽﾛｯﾄ3 ｽﾛｯﾄ1 ｽﾛｯﾄ2 

XSEL 

R 
(標準仕様) 

 

 

S※1 

(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

仕様) 

1 
(1軸) 

 

2 
(2軸) 

 

3 
(3軸) 

 

4 
(4軸) 

 
5 

(5軸) 

 

6 
(6軸) 

 

7 
(7軸) 

 

8 
(8軸) 

 

12 
(12W) 

20 
(20W) 

30D 
(DS用30W) 

30R 
(RS用30W) 

60 
(60W) 

100 
(100W) 

100S 
(ﾘﾆｱ用
100W) 

150 
(50W) 

200 
(200W) 

200S 
（ﾘﾆｱ用
200W） 

300 
(300W) 

400 
(400W) 

600 
(600W) 

750 
(750W) 

WAI 
(ﾊﾞｯﾃﾘﾚｽｱﾌﾞｿ

/ｲﾝｸﾘﾒﾝﾀﾙ)

 

A 
(ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ) 

 

G 
(擬似ｱﾌﾞｿ)

 

AI 
(ｲﾝﾃ゙ ｯｸｽｱﾌ゙ ｿ)

 

AM 
(多回転ｱﾌﾞｿ)

無記入 

(ﾌﾞﾚｰｷ無) 

 

B 
(ﾌﾞﾚｰｷ付) 

無記入 

(ｸﾘｰﾌﾟ無) 

 

C 
(ｸﾘｰﾌﾟ付) 

無記入 

(原点ｾﾝｻ

無) 

 

L 
(原点ｾﾝｻ

付) 

無記入 

(ｼﾝｸﾛ無) 

 

M 
(ﾏｽﾀｰ軸

指定) 

 

S 
(ｽﾚｰﾌﾞ 

軸指定) 

E 
未使用 

 
EP 

EtherNet/IP 
通信ﾎﾞｰﾄﾞ 

 
EC 

EtherCAT 
通信ﾎﾞｰﾄﾞ 

E 
未使用 

 
DV 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｯﾄ 
入力256/ 
出力256 

 
CC 

CC-Link 
入力256/ 
出力256 

 
PR 

PROFIBUS 
入力256/ 
出力256 

E 
IAﾈｯﾄ 
未対応 

 
IA 

IAﾈｯﾄ 
対応 

E 
(未使用) 

E 
(未使用) 

2：2m 
(標準) 

 
3：3m 

 
5：5m 

 
0：なし 

(※1) 

2:単相200V 
 

2L:ﾘﾆｱ専用 
単相200V 

 
3:三相200V 

 
3L:ﾘﾆｱ専用 
三相200V 

N1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

P1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

MC 
電子ｶﾑ 

ﾊﾟﾙｽ入出力 
ﾎﾞｰﾄ  ゙

MC 
電子ｶﾑ 

ﾊﾟﾙｽ入出力 
ﾎﾞｰﾄ  ゙

DG 
DVｹﾞｰﾄｳｪｲ 
ﾏｽﾀｰﾎﾞｰﾄ  ゙

 

型式

ｼﾘｱﾙ番号

MODEL  XSEL-R-8-400A-200A-100AB-60A-400A-200A-100AB-60A-EPEIA-DGN1-2-3 
SERIAL No.200198765                                               MADE IN JAPAN 

XSEL － RX8 － NNN5020H － 400A － 200A － 100AB － 60A － EPEIA － DGN1 － 2 － 3 
     (5軸目) (6軸目) (7軸目) (8軸目)     

 型式表 

 

ｼﾘｰｽﾞ

名 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

種類 

 

ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ型式 

 

 

5～8軸内容(注1) 

 

ﾈｯﾄﾜｰｸｽﾛｯﾄ 

 

I/Oｽﾛｯﾄ 
 

I/O 
ｹｰﾌﾞﾙ長 

 

電源 

電圧 
ﾓｰﾀ 

W数 

ｴﾝｺｰﾀﾞ 

種類 
ﾌﾞﾚｰｷ ｸﾘｰﾌﾟ 

原点ｾﾝｻ 

(LS) 
ｼﾝｸﾛ 

指定 
ｽﾛｯﾄ1 ｽﾛｯﾄ2 ｽﾛｯﾄ3 ｽﾛｯﾄ1 ｽﾛｯﾄ2 

XSEL 

RX4 
(ｽｶﾗ1台) 

RX5 
(ｽｶﾗ1台+単軸1軸) 

RX6 
(ｽｶﾗ1台+単軸2軸) 

RX7 
(ｽｶﾗ1台+単軸3軸) 

RX8 
(ｽｶﾗ1台＋単軸4軸) 

 

 

SX4※1 
(ｽｶﾗ1台) 

SX5※1 
(ｽｶﾗ1台+単軸1軸 
 安全ｶﾃｺﾞﾘﾀｲﾌﾟ) 

SX6※1 
(ｽｶﾗ1台+単軸2軸 
 安全ｶﾃｺﾞﾘﾀｲﾌﾟ) 

SX7※1 
(ｽｶﾗ1台+単軸3軸 
 安全ｶﾃｺﾞﾘﾀｲﾌﾟ) 

SX8※1 
(ｽｶﾗ1台＋単軸4軸 
 安全ｶﾃｺﾞﾘﾀｲﾌﾟ） 

NNN1205～8040H 

NSN5016H～6016H 
(高速ﾀｲﾌﾟ) 

NNC1205～8040H 
(ｸﾘｰﾝﾀｲﾌﾟ) 

NNW2515H～8040H 
(防滴ﾀｲﾌﾟ) 

TNN3015H～3515H 
(壁掛けﾀｲﾌﾟ) 

UNN3015H～3515H 
(壁掛けｲﾝﾊﾞｰｽﾀｲﾌﾟ) 

HNN5020H～8040H 
(天吊ﾀｲﾌﾟ) 

INN5020H～8040H 
(ｲﾝﾊﾞｰｽﾀｲﾌﾟ) 

12 
(12W) 

20 
(20W) 
30D 

(DS用30W) 

30R 
(RS用30W) 

60 
(60W) 
100 

(100W) 
100S 

(ﾘﾆｱ用100W) 

150 
(150W) 

200 
(200W) 
200S 

（ﾘﾆｱ用200W） 
300 

(300W) 
400 

(400W) 
600 

(600W) 
750 

(750W) 

WAI 
(ﾊ゙ ｯﾃﾘﾚｽｱﾌ゙ ｿ

/ｲﾝｸﾘﾒﾝﾀﾙ)

 

A 
(ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ)

 

G 
(擬似ｱﾌﾞｿ)

 

AI 
(ｲﾝﾃ゙ ｯｸｽｱﾌ゙ ｿ)

 

AM 
(多回転ｱﾌﾞｿ)

無記入 

(ﾌﾞﾚｰｷ

無) 

 

B 
(ﾌﾞﾚｰｷ

付) 

無記入 

(ｸﾘｰﾌﾟ

無) 

 

C 
(ｸﾘｰﾌﾟ

付) 

無記入 

(原点 

ｾﾝｻ無) 

 

L 
(原点 

ｾﾝｻ付) 

無記入 

(ｼﾝｸﾛ無) 

 

M 
(ﾏｽﾀｰ軸

指定) 

 

S 
(ｽﾚｰﾌﾞ 

軸指定) 

E 
未使用 

 
EP 

EtherNet
/IP 

通信ﾎﾞｰﾄﾞ 
 

EC 
EtherCAT 
通信ﾎﾞｰﾄﾞ 

E 
未使用 

 
DV 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｯﾄ 
入力256/ 
出力256 

 
CC 

CC-Link 
入力256/ 
出力256 

 
PR 

PROFIBUS 
入力256/ 
出力256 

E 
IAﾈｯﾄ 
未対応 

 
IA 

IAﾈｯﾄ 
対応 

E 
(未使用) 

E 
(未使用) 

2：2m 
(標準) 

 
3：3m 

 
5：5m 

 
0：なし 

(※1) 

3:三相200V 

N1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

P1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

DG 
DVｹﾞｰﾄｳｪｲ 
ﾏｽﾀｰﾎﾞｰﾄ  ゙

 

XSEL － RXＤ8 － NNN5020H － NNN5020H － EPEIA － DGN1 － 2 － 3 
         

 型式表 
 

ｼﾘｰｽﾞ

名 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

ﾀｲﾌﾟ名 

 

ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ型式1 
 

 

ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ型式2 
 

ﾈｯﾄﾜｰｸｽﾛｯﾄ I/Oｽﾛｯﾄ  

I/O 
ｹｰﾌﾞﾙ長 

 

電源 

電圧 
ｽﾛｯﾄ1 ｽﾛｯﾄ2 ｽﾛｯﾄ3 ｽﾛｯﾄ1 ｽﾛｯﾄ2 

XSEL 

RXD8 
(ｽｶﾗ2台接続用) 

 

SXD8※1 
(ｽｶﾗ2台接続用 

 安全ｶﾃｺﾞﾘﾀｲﾌﾟ)

 

NNN1205～1805 

NNN2515H～6030H 
(標準ﾀｲﾌﾟ) 

NNC1205～1805 

NNC2515H～6030H 
(ｸﾘｰﾝﾀｲﾌﾟ) 

NNW2515H～6030H 
(防滴ﾀｲﾌﾟ) 

TNN3015H～3515H 
(壁掛けﾀｲﾌﾟ) 

UNN3015H～3515H 
(壁掛けｲﾝﾊﾞｰｽﾀｲﾌﾟ) 

HNN5020H～6020H 
(天吊ﾀｲﾌﾟ) 

INN5020H～6020H 
(ｲﾝﾊﾞｰｽﾀｲﾌﾟ) 

NNN1205～1805 

NNN2515H～6030H 
(標準ﾀｲﾌﾟ) 

NNC1205～1805 

NNC2515H～6030H 
(ｸﾘｰﾝﾀｲﾌﾟ) 

NNW2515H～6030H 
(防滴ﾀｲﾌﾟ) 

TNN3015H～3515H 
(壁掛けﾀｲﾌﾟ) 

UNN3015H～3515H 
(壁掛けｲﾝﾊﾞｰｽﾀｲﾌﾟ) 

HNN5020H～6020H 
(天吊ﾀｲﾌﾟ) 

INN5020H～6020H 
(ｲﾝﾊﾞｰｽﾀｲﾌﾟ) 

E 
未使用 

 
EP 

EtherNet
/IP 

通信ﾎﾞｰﾄﾞ 
 

EC 
EtherCAT 
通信ﾎﾞｰﾄﾞ 

E 
未使用 

 
DV 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｯﾄ 
入力256/ 
出力256 

 
CC 

CC-Link 
入力256/ 
出力256 

 
PR 

PROFIBUS 
入力256/ 
出力256 

E 
IAﾈｯﾄ 
未対応 

 
IA 

IAﾈｯﾄ 
対応 

E 
(未使用) 

E 
(未使用) 

2：2m 
(標準) 

 
3：3m 

 
5：5m 

 
0：なし 

(※1) 

3:三相200V 

N1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

N3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
NPNﾎﾞｰﾄﾞ 

P1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P1 
拡張PIO 

入力32/出力16 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P2 
拡張PIO 

入力16/出力32 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

P3 
拡張PIO 

入力48/出力48 
PNPﾎﾞｰﾄﾞ 

DG 
DVｹﾞｰﾄｳｪｲ 
ﾏｽﾀｰﾎﾞｰﾄ  ゙

 

フィールドネットワーク仕様 
（DeviceNet、CC-Link、PROFIBUS-DP、 
  EtherCAT、EtherNet/IP） 

1E 

警告： 本製品の取扱いは、取扱説明書を熟読の上、取扱説明書に従って行ってください。 
 取扱説明書は、当社のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。 
 無償でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます。初めての方はﾕｰｻﾞｰ登録が必要となります。 

 URL:www.iai-robot.co.jp/data_dl/CAD_MANUAL/ 
 取扱説明書は、本製品を設置した機器の近くに印刷して、いつでも確認できるように 
 するか、ﾊﾟｿｺﾝやﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末などに表示して、すぐに確認できるようにしてください。 
 取扱説明書の製本が必要な場合、ﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞまたは取扱説明書巻末に記載されて 
 いる最寄の営業所に注文してください。有償で提供いたします。 



仕様項目 XSEL-R/RX/RXD XSEL-S/SX/SXD 

最大ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ数 
1 軸仕様：53332 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ  5 軸仕様：22856 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 
2 軸仕様：40000 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ  6 軸仕様：20000 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 
3 軸仕様：32000 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ  7 軸仕様：17776 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 
4 軸仕様：26666 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ  8 軸仕様：16000 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 

最大ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ数 128 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
最大ﾏﾙﾁﾀｽｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ数 16 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
ﾃﾞｰﾀ保持ﾒﾓﾘ ﾌﾗｯｼｭ ROM および FRAM 

時計機能 電源 OFF 後の保持時間：約 10 日 
日時ﾃﾞｰﾀ消失後、電源 ON 後の充電時間：約 100 時間 

ﾊﾟﾈﾙﾕﾆｯﾄ PU-1(ｵﾌﾟｼｮﾝ) ｺﾝﾄﾛｰﾗの状態表示 
ｼｽﾃﾑ I/O 非常停止入力、ｾｰﾌﾃｨｹﾞｰﾄ入力、ｼｽﾃﾑﾚﾃﾞｨ出力ほか各種安全回路用入出力 

安全回路構成 
駆動源遮断方式 内蔵ﾘﾚｰ 外部安全回路 
非常停止入力 B 接点入力(内部給電) B 接点入力(外部給電、二重化可能) 
ｲﾈｰﾌﾞﾙ入力 B 接点入力(内部給電) B 接点入力(外部給電、二重化可能) 

ｼｽﾃﾑﾚﾃﾞｨ出力 無電圧接点(ﾘﾚｰ)出力 最大 200mA(DC24V) 

保護機能 ﾓｰﾀ過電流、過負荷、ﾓｰﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞ温度ﾁｪｯｸ、ｵｰﾊﾞﾛｰﾄﾞﾁｪｯｸ、ｴﾝｺｰﾀﾞ断線検
出、ｿﾌﾄﾘﾐｯﾄｵｰﾊﾞ、ｼｽﾃﾑ異常、ﾊﾞｯﾃﾘ異常 

回生抵抗 1kΩ/20W 回生抵抗内蔵 外部回生抵抗接続により外部拡張可能 

ｱﾌﾞｿﾊﾞｯﾃﾘ ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ以外のｱｸﾁｭｴｰﾀ：ｺﾝﾄﾛｰﾗに内蔵(AB-5) 
ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ：本体に内蔵 

感電保護機構 ｸﾗｽⅠ 感電防止として基礎絶縁に加え、ｱｰｽ端子で接地を行なった場合 
過電圧ｶﾃｺﾞﾘ ｶﾃｺﾞﾘⅡ 入力定格 AC300V 未満で耐圧 2500V 
絶縁抵抗 10MΩ以上(DC500V にて電源端子と入出力端子間及び外部端子一括とｹｰｽ間) 
絶縁耐圧 AC1500V 1 分間 
冷却方式 強制空冷 

環境 

使用周囲温度 0～＋40°C 
使用周囲湿度 85％RH 以下(結露無きこと) 
使用周囲雰囲気 [設置環境の項を参照] 
保存周囲温度 -20～70°C(ｱﾌﾞｿﾊﾞｯﾃﾘは除く) 
保存周囲湿度 85％RH 以下(結露無きこと) 
動作上限高度 1000m 

耐振性 XYZ 各方向 10～57Hz 片側幅 0.035mm(連続)0.075mm(断続) 
 57～150Hz 4.9m/s2(連続)9.8m/s2(断続) 

保護等級 IP20 
汚染度 汚染度 2 

外形寸法 [外形寸法図を参照] 

質量 ｱﾌﾞｿﾊﾞｯﾃﾘﾕﾆｯﾄなし 約 5.2kg 三相仕様：約 4.7kg 単相仕様：約 5.2kg 
ｱﾌﾞｿﾊﾞｯﾃﾘﾕﾆｯﾄ付き 約 5.8kg 三相仕様：約 5.3kg 単相仕様：約 5.8kg 

注 1 電源投入時の突入電流は、3msec 間流れます。突入電流値は、電流ﾗｲﾝのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽにより変わりますのでご
注意ください。 

注 2 漏れ電流は、接続されるﾓｰﾀ容量、ｹｰﾌﾞﾙ長および周囲環境によって変化しますので、漏電保護を行う場合は、
漏電ﾌﾞﾚｰｶの設置箇所で漏れ電流の測定を行ってください。 
漏電ﾌﾞﾚｰｶに関しては、火災の保護、人間の保護などの目的を明確にして選定する必要があります。 
漏電ﾌﾞﾚｰｶは、高調波対応型(ｲﾝﾊﾞｰﾀ用)を使用してください。 

注 3 PIO を使用しない場合は、電源の供給は不要です。 
注 4 ABZ(UVW)ﾊﾟﾗﾚﾙｴﾝｺｰﾀﾞの LSA ｼﾘｰｽﾞ、RCS2-RA7/SRA7 ｼﾘｰｽﾞのｱｸﾁｭｴｰﾀを接続する場合は、中継ﾎﾞｯｸｽを使

用して接続します。 
 
[電源容量と発熱量] 
定格電源容量[VA]＝ﾓｰﾀ電源容量の総和[VA]＋制御部の消費電力の総和[VA] 
発熱量[W]＝出力損失の総和[W]＋(内部消費電力の総和[VA]×0.7(効率)×0.6(力率)) 

• ﾓｰﾀ駆動電力[VA]は、表 1、表 2 から選択してください｡ 
• 制御部の消費電力の総和[VA]は、実装している部品を表 3 の制御電源(内部消費、外部消費)から選択し、実装
部品の電力×数量の合計で算出してください。 

• 出力損失の総和[W]は、接続される総てのｱｸﾁｭｴｰﾀに対する出力損失を表 1 から選択し、算出してください｡ 
• 制御部の発熱量[W]を算出するための内部消費電力[VA]は、実装している部品を表 3 の制御電源(内部消費)と
外部電源(内部消費)から選択し、実装部品の電力×数量の合計で算出してください。 

 
表 1 単軸ｱｸﾁｭｴｰﾀのﾓｰﾀ電源容量と出力損失 

ｱｸﾁｭｴｰﾀﾓｰﾀ W 数[W] ﾓｰﾀ電源容量[VA] 出力損失＝発熱量[W] 
20 26 1.58 
30 46 2.07 
60 138 3.39 

100 234 6.12 
150 328 8.30 
200 421 9.12 
40 796 19.76 

600 1164 27.20 
750 1521 29.77 

100(ﾘﾆｱｱｸﾁｭｴｰﾀ LSAS-N10SS) 379 37 
200(ﾘﾆｱｱｸﾁｭｴｰﾀ LSAS-N15SS) 486 37 
200(ﾘﾆｱｱｸﾁｭｴｰﾀ LSAS-N15HS) 773 39 

表 2 ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄのﾓｰﾀ電源容量と出力損失 
ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ 電力[W](定格出力) ﾓｰﾀ電源容量[VA](注 1) 出力損失＝発熱量[W] 

NN□1205、NN□1505、NN□1805 129.8 216.3 8.13 
NN□2515H、NN□3515H、TNN3015H、 
TNN3515H、UNN3015H、UNN3515H 1117.9 1863.1 44.8 
NN□50□□H、NN□60□□H、 
HNN5020H、HNN6020H、 
INN5020H、INN6020H 

2218.0 3696.7 69.7 

NN□70□□H、NN□60□□H、 
HNN7020H、HNN8020H、 
INN7020H、INN8020H 

3880.6 6467.7 93.2 

NSN5016H、NSN6016H 4102.9 6338.1 95.2 
注 1 力率 0.6 で計算 

 

表 3 制御部の消費電力 

 
制御電源 外部電源(DC24V) 

数量 内部消費 
[VA] 

外部消費 
[VA] 

内部消費 
[VA] 

外部消費 
[VA] 

基本部 31.4    1 
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 1 ﾎﾞｰﾄﾞ当たり 6.26    

接続軸数ごと、左記の値に係数

[表 4 参照]を乗じてください 
ｴﾝｺｰﾀﾞ部 1 軸当たり 2.38 3.57   
ﾌｧﾝﾕﾆｯﾄ 1 ﾌｧﾝ当たり 5.71    
軸ｾﾝｻ 1 軸あたり 4.57    

I/O ﾎﾞｰﾄﾞ 
DIO(48 点) N1,N2 

P1,P2 5.95  14.52  0～2 PIO ﾎﾞｰﾄﾞ 1、2 の 
基板数 DIO(96 点) N3,P3 8.33  26.81  0～2 

電子ｶﾑ MC 16.7    0～2 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 
ﾓｼﾞｭｰﾙ 

DeviceNet DV 1.98  3.43  0～1 
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾈｯﾄﾜｰｸﾎﾞｰﾄﾞ
1 の基板数 CC-Link CC 5.67    0～1 

PROFIBUS-DP PR 1.98    0～1 
EtherNET/IP EP 1.98    0～1 ﾌｨｰﾙﾄﾞﾈｯﾄﾜｰｸﾎﾞｰﾄﾞ

2 の基板数 EtherCAT EC 3.93    0～1 
ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 
ﾎﾞｯｸｽ 

IA-T-X/XD  3.57   0～1 
SEL-T/TD/TG  6.67   0～1 

ﾌﾞﾚｰｷ 1 軸当たり 

ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ 
0.28  2.5 

ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ 
1.0 

ﾌﾞﾚｰｷ付ｱｸﾁｭｴｰﾀの総数 0～8 
付加軸 
0.14 

付加軸 
5.8 

中継ﾎﾞｯｸｽ 1 軸当たり    5.7 0～8 
表 4 制御部各部の数量 

接続軸数 1 軸 2 軸 3 軸 4 軸 5 軸 6 軸 7 軸 8 軸 
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 1 1 2 2 3 3 4 4 

ｴﾝｺｰﾀﾞ部 1 2 3 4 5 6 7 8 

ﾌｧﾝﾕﾆｯﾄ 
XSEL-R/RX/RXD :6 個 
XSEL-S/SX/SXD(三相仕様) :5 個 
XSEL-S(単相仕様) :6 個 

軸ｾﾝｻ 1 2 3 4 5 6 7 8 
 
[ｻｰｷｯﾄﾌﾞﾚｰｶの選定] 

• ｺﾝﾄﾛｰﾗの電流は、加減速時に定格の 3 倍流れます。この電流が流れるときにﾄﾘｯﾌﾟしないものを選定してください。
ﾄﾘｯﾌﾟする場合は、1 ﾗﾝｸ上の定格電流のﾌﾞﾚｰｶを選定してください。(ﾒｰｶのｶﾀﾛｸﾞに記載されている動作特性曲線で確
認してください。） 

• 突入電流でﾄﾘｯﾌﾟしないものを選定してください。(ﾒｰｶのｶﾀﾛｸﾞに記載されている動作特性曲線で確認してください。） 
• 定格遮断電流は、短絡電流が流れた場合でも必ず遮断できる電流値を選定してください。 
 定格遮断電流 ＞ 短絡電流 ＝ 1 次側電源容量÷電源電圧 
• ｻｰｷｯﾄﾌﾞﾚｰｶの定格電流は、余裕を見て選定してください。 
 

ｻｰｷｯﾄﾌﾞﾚｰｶ定格電流値＞定格電源容量[VA]÷AC 入力電圧値×安全率(目安 1.2～1.4) 

 
[漏電ﾌﾞﾚｰｶの選定] 

• 漏電ﾌﾞﾚｰｶは、火災の保護、人間の保護などの目的を明確にして選定する必要があります。 
• 漏れ電流は、接続されるﾓｰﾀ容量、ｹｰﾌﾞﾙ長および周囲環境によって変化しますので、漏電保護を行なう場合は、漏電
ﾌﾞﾚｰｶの設置箇所で漏れ電流の測定を行なってください。 

• 漏電ﾌﾞﾚｰｶは、高調波対応型を使用してください。 
 

外形寸法図 
 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ
仕様 R/RX/RXD、S(単相仕様) S/SX/SXD(三相仕様) 側面図 

ｱﾌﾞｿ 
ﾊﾞｯﾃﾘ
無 

  

 
ｱﾌﾞｿ 
ﾊﾞｯﾃﾘ
有 

  
 
 
 

 

ﾌﾞﾚｰｷﾎﾞｯｸｽ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)：RCB-110-RA13-0 
ﾌﾞﾚｰｷﾎﾞｯｸｽ： NS-MZMS、NS-MZMM、NS-LZMS、NS-LZMM、ZR 用のﾌﾞﾚｰｷ解除ﾕﾆｯﾄ 

ﾌﾞﾚｰｷﾎﾞｯｸｽ 1 個で 2 軸分のﾌﾞﾚｰｷを制御します。 
[仕様] [外形図] 

項目 仕様 
入力電源電圧 DC24V・10% 
入力電源電流 1A 

発熱量 1.2Ｗ 

接続ｹｰﾌﾞﾙ ｴﾝｺｰﾀﾞｹｰﾌﾞﾙ 
(型番 CB-RCS2-PLA010) 1m 

環境 本体の環境仕様に準ずる 
外形寸法 W162×H94×D65.5mm 

質量 0.8kg 
[24V 電源接続ｺﾈｸﾀ] 

ｹｰﾌﾞﾙ側ｺﾈｸﾀ 
(標準付属品) MC1.5/2-STF-3.5(ﾌｪﾆｯｸｽｺﾝﾀｸﾄ) 

適合ｹｰﾌﾞﾙ AWG28～16 

端子割付 
ﾋﾟﾝ番 信号 説明 

1 0V ﾌﾞﾚｰｷ励磁用電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 
2 24VIN ﾌﾞﾚｰｷ励磁用+24V 電源 

[ﾌﾞﾚｰｷ解除外付けｽｲｯﾁ接続用ｺﾈｸﾀ 1、2] 
接続先機器 ﾌﾞﾚｰｷ解除ｽｲｯﾁ 
ｹｰﾌﾞﾙ側ｺﾈｸﾀ 

(ご用意ください) 
XAP-02V-1 

(ｺﾝﾀｸﾄ BXA-001T-P0.6)(日本圧着端子) 
ｽｲｯﾁ定格 DC30V 最小電流 1.5mA 

端子割付 
ﾋﾟﾝ番 信号 説明 

1 BKMRL ﾌﾞﾚｰｷ解除ｽｲｯﾁ入力 
2 COM ﾌﾞﾚｰｷ解除ｽｲｯﾁ入力用電源出力 

(注) 本ｺﾈｸﾀの 1 ﾋﾟﾝと 2 ﾋﾟﾝを短絡するとﾌﾞﾚｰｷが強制解除されます。 
本体のﾌﾞﾚｰｷ解除ｽｲｯﾁと同じようにﾌﾞﾚｰｷ解除が可能です。 
自動運転時は、強制解除状態にはしないでください。 

 

回生抵抗ﾕﾆｯﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)：REU-1 
ﾓｰﾀが減速する際に発生する回生電流を熱に変換するﾕﾆｯﾄです。 
[仕様] [外形図] 

項目 仕様 
内蔵回生抵抗値 220Ω  80W 

付属品※1 
ｺﾝﾄﾛｰﾗ接続ｹｰﾌﾞﾙ 

(型番 CB-ST-REU010) 1m 
環境 本体の環境仕様に準ずる 

外形寸法 W34×H195×D126mm 
質量 0.9kg 

 

 

[接続個数] 

必要な総個数は、接続するｱｸﾁｭｴｰﾀの種別により以下の算出表から選択し、合計してください。 
接続総個数＝①の個数+②の個数＋③の個数 

回生ﾕﾆｯﾄ個数算出表 
No. ｱｸﾁｭｴｰﾀの種別 個数 

① 
水平設置の 
単軸ｱｸﾁｭｴｰﾀの 
ﾓｰﾀ総容量 

0～200W 必要なし 

～1000W 1 個 

～1500W 2 個 

～2000W 3 個 

～2400W 4 個 

② 
垂直設置の 
単軸ｱｸﾁｭｴｰﾀの 
ﾓｰﾀ総容量 

0～100W 必要なし 

～800W 1 個 

～1200W 2 個 

～1600W 3 個 

～2000W 4 個 

③ ｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄ 

IX-NNN1205/1505/1805 必要なし 

IX-NNN2515H/3515H、 
IX-NNW2515H/3515H、 
IX-TNN(UNN)3015H/3515H、
IX-NNC2515H/3515H 

1 個/1 台 

IX-NNN50□□H/60□□H、
IX-NNW50□□H/60□□H、 
IX-HNN(INN)50□□H/60□□H、
IX-NNC50□□H/60□□H 

3 個/1 台 

IX-NNN70□□H/80□□H、
IX-NNW70□□H/80□□H、 
IX-HNN(INN)70□□H/80□□H、
IX-NNC70□□H/80□□H 
IX-NNN10040/12040 

4 個/1 台 

IX-NSN5016H/NSN6016H 3 個/1 台 
 
 
 



設置環境 
使用環境は、汚染度 2※1または同等の環境で使用することができます。 
※1 汚染度 2： 通常、非導電性の汚損だけが生じるが、結露による一時的な導電性汚損の可能性がある 

(IEC60664-1)。 
1．設置環境 

次のような場所は避けて設置してください。 

• 周囲温度が 0～40℃の範囲を超える場所 
• 温度変化が急激で結露するような場所 
• 相対湿度が 85％RH を超える場所 
• 腐臭性ｶﾞｽ、可燃性ｶﾞｽのある場所 
• 塵埃、塩分、鉄粉が多い場所 
• 本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 
• 日光が直接あたる場所 
• 水、油、薬品の飛沫がかかる場所 
• 通気孔を塞ぐような場所[設置およびﾉｲｽﾞ対策] 

次のような場所で使用する場合は、十分に遮蔽してください。 

• 静電気などによるﾉｲｽﾞが発生する場所 
• 強い電界や磁界が生じる場所 
• 電源線や動力線が近くを通る場所 

2．保管・保存環境 
• 保管・保存環境は設置環境に準じます。ただし、周囲温度は－20～70℃、相対湿度は 85％

RH 以下とします。特に長期保存の場合は、結露の発生がないように十分な配慮をしてくだ

さい。 
指定のない限り、出荷時に水分吸収剤は同梱してありません。結露が予想される環境での保

管・保存の場合、梱包の外側から全体を、あるいは開梱して直接、結露防止処置を施してく

ださい。  

設置およびﾉｲｽﾞ対策 

1．保安用接地 
接地は、D 種接地工事(旧第 3 種接地工事：接地抵抗 100Ω以下)としてください。 
配線は、2.0mm2(AWG14)以上のより線または軟銅線を使用してください。 

 【三相仕様】 

 

 

 

 

 

 

 
 【単相仕様】 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．ﾉｲｽﾞ対策用接地(ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ) 
接地は、D 種接地工事(旧第 3 種接地工事：接地抵抗 100Ω以下)としてください。 
配線は、2.0mm2(AWG14)以上のより線または軟銅線を使用し丸型圧着端子で配線してください。 

 

 

 

 

 

 

 
3．配線方法に関する諸注意 

① 電源の配線は、ﾂｲｽﾄしてください。 

② 互いの影響を減らすため、I/O 線、通信ﾗｲﾝ･ｴﾝｺｰﾀﾞ線、電源・動力線はそれぞれ分離してください。 

4．ﾉｲｽﾞ発生源およびﾉｲｽﾞ防止 
同一電源路および同一装置内の電源機器には、 
ﾉｲｽﾞ防止対策を行ってください。 
以下にﾉｲｽﾞ発生源の対策例を示します。 

① AC ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁ・ﾘﾚｰ 

[処置] ｺｲﾙと並列にﾉｲｽﾞｷﾗｰを取り付けてください。 

② DC ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁ・ﾘﾚｰ 

[処置] ｺｲﾙと並列にﾀﾞｲｵｰﾄﾞを取り付けるか、 

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ内蔵型を使用してください。 

 

 

5．放熱および取り付けについて 
制御箱は、ｺﾝﾄﾛｰﾗの周囲温度が 40℃以下となるように、設計・製作を行ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

配線系統図 
 

注意： ICSA、ICSPA(直交ﾛﾎﾞｯﾄ)とｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄの場合は、ｹｰﾌﾞﾙに番号が表示されています。 
ｺﾝﾄﾛｰﾗのｺﾈｸﾀ番号に合わせて接続してください。 
単軸扱いで納入されたｱｸﾁｭｴｰﾀは、ｺﾈｸﾀ番号が表示されていません。 
ｺﾈｸﾀ番号などを表示して間違いのないようにしてください。 

[ﾈｯﾄﾜｰｸ配線] 
              
[ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ｵﾌﾟｼｮﾝﾕﾆｯﾄとの接続] 

24V電源 安全回路

ﾌﾞﾚｰｷ用電源
(S、SX、SXD
 の場合）

(注1)(注2)

(注1)

(注1)

24V電源

ﾌﾞﾚｰｷ用電源

回生ﾕﾆｯﾄ
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

電源
三相または
単相AC200V

駆動源
しゃ断
回路

(注1)(注4)

ﾀﾞﾐｰﾌﾟﾗｸﾞ
(DP-2)(注3)

ﾓｰﾀｹｰﾌﾞﾙ
ｴﾝｺｰﾀﾞｹｰﾌﾞﾙ

ﾊﾟﾈﾙﾕﾆｯﾄ
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ

拡張I/Oﾕﾆｯﾄ
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

上位ｼｽﾃﾑ
PLC(注1)

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

ﾊﾟｿｺﾝ
ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

 
注 1 お客様でご用意ください。 
注 2 ﾌﾞﾚｰｷ付きｱｸﾁｭｴｰﾀおよび IX-NNN1205/1505/1805(ﾌﾞﾚｰｷなし)以外のｽｶﾗﾛﾎﾞｯﾄは、ｺﾝﾄﾛｰﾗにﾌﾞﾚｰｷ用電

源+24V の供給が必要です。 
注 3 ﾊﾟｿｺﾝなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙを接続しない場合は、ﾀﾞﾐｰﾌﾟﾗｸﾞ(DP-2)を接続してください。 

警告： • XSEL-S、SX、SXD にﾊﾟｿｺﾝを接続する場合、次のｹｰﾌﾞﾙを使用すると、ｺﾝﾄﾛｰﾗの内部部品

が焼損することがあります。 
• ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ IA-101-X-MW 付属の標準ﾊﾟｿｺﾝｹｰﾌﾞﾙ B-ST-E1MW050(黒色)ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄは使用

できますが、ｹｰﾌﾞﾙはCB-ST-A1MW050(灰色)を使用してください。 

 

電源・非常停止回路 
● 電源の配線(お客様でご用意ください) 
 [三相仕様] 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

X-SEL ｺﾝﾄﾛｰﾗの消費電力と発熱量は、ｵﾌﾟｼｮﾝの構成により異なります。仕様に適合したｻｰｷｯﾄﾌﾞﾚｰｶ、およ

び漏電ﾌﾞﾚｰｶを選定ください。 
ﾉｲｽﾞ対策のため、ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ、ｸﾗﾝﾌﾟﾌｨﾙﾀなどを取り付けることを推奨します。[詳細は XSEL-R/S 取扱説明

書参照] ﾌﾞﾚｰｷ付きｱｸﾁｭｴｰﾀを接続しない場合、ﾌﾞﾚｰｷ電源の配線は不要です。 

 [単相仕様] 

L
N

L
Nｻｰｷｯﾄﾌﾞﾚｰｶ 漏電

ﾌﾞﾚｰｶ

  XSELｺﾝﾄﾛｰﾗ

A.制御電源

B.ﾓｰﾀ
電源

単相200V

ﾌﾞﾚｰｷ
解除ﾎﾞｯｸｽ

DC24V
電源

+24V

0V

ﾌﾞﾚｰｷ電源
入力ｺﾈｸﾀ

AC 電源
入力ｺﾈｸﾀ

D種接地

(旧第3種接地)

DC24V
電源

+24V

0V

ｻｰｼﾞﾌﾟﾛﾃｸﾀ

ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ

ｸﾗﾝﾌﾟﾌｨﾙﾀ

ﾘﾝｸﾞｺｱ

ｸﾗﾝﾌﾟ
ﾌｨﾙﾀ

PIOﾎﾞｰﾄﾞ

(ｵﾌﾟｼｮﾝ )PWR BK

  
X-SEL ｺﾝﾄﾛｰﾗの消費電力と発熱量は、ｵﾌﾟｼｮﾝの構成により異なります。仕様に適合したｻｰｷｯﾄﾌﾞﾚｰｶ、およ

び漏電ﾌﾞﾚｰｶを選定ください。 
ﾉｲｽﾞ対策のため、ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ、ｸﾗﾝﾌﾟﾌｨﾙﾀなどを取り付けることを推奨します。[詳細は XSEL-R/S 取扱説明

書参照] ﾌﾞﾚｰｷ付きｱｸﾁｭｴｰﾀを接続しない場合、ﾌﾞﾚｰｷ電源の配線は不要です。 

● 非常停止入力の配線例 
装置全体の非常停止回路で非常停止をかける場合です。 

[XSEL-R、RX、RXD] 
24V

外部
EMG
回路

外部EMG
ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ

CR1

XSELｺﾝﾄﾛｰﾗ

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ

ﾃﾞｯﾄﾞﾏﾝｽｲｯﾁ 非常停止ｽｲｯﾁ

ENBTBX1

CR6

CR5

CR5

CR6

ENB VCC1 EMG IN1 EMG OUT1

+24V
+24V

+24V

+24V

AUTO/MANU
切替えAUTO:

High

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ
接続検出回路

ﾓｰﾀ駆動用電源

(接続時)

ENBin (IN)
ENBin
ENB1 (line+)
ENB1 (line-)

17
16

18

15
14
13
12
11
10

X

X

X
RDY (Out+)
RDY (Out-)

EMGin (IN)
EMGin
EMG1 (line+)
EMG1 (line-)

X

X

X
SDN (Out+)
SDN (Out-)

RDYOUT

CR3

CR3

CR3 CR4

CR4

(10mA以上)
CR2

(120m A 以上)

RDY 出力
DC30V 0.2A 以下

SDN 出力
DC30V 0.2  A 以下

CR1
8
7

9

6
5
4
3
2
1

0V

CR2

CR1
非常停止

ｾｰﾌﾃｨｹﾞｰﾄ

ｾｰﾌﾃｨｹﾞｰﾄ
安全扉閉で ON

 
  

[XSEL-S、SX、SXD] 

CR1

+24V

3.3kΩ

接点溶着検出

(120mA以上)

(10mA以上)

XSELｺﾝﾄﾛｰﾗ

ｾｰﾌﾃｨｹﾞｰﾄ

外部
EMG
回路

外部EMG
ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ

+24V

CR1

RDY出力
DC30V 0.2 A以下

SDN出力
DC30V 0.2A

CR1

24V DC

CR2

CR3

CR3

CR1
0V

ｾｰﾌﾃｨｹﾞｰﾄ

安全扉閉で ON

CR2

CR5

CR5
RDYOUT

非常停止

RDY(Out-)

DET(IN)

駆動源しゃ断ﾘﾚｰ

EMGin(IN)

EMGin
EMG1(line+)

EMG1(line-)
EMG2(line+)

EMG2(line-)
SDN(Out+)

SDN(Out-)

RDY(Out+)
ENB2(line-)

ENB2(line+)

ENB1(line-)
ENB1(line+)

ENBin

ENBin(IN)

DET(+24V)18
17

16
15
14

13
12
11
10

9
8
7

6
5

4
3
2
1

ENBTBX1
ENB
TBX2

ENB
VCC2

ENBVCC1

ﾃﾞｯﾄﾞﾏﾝｽｲｯﾁ 非常停止ｽｲｯﾁ

EMGIN1 EMGOUT1
EMG
IN2

EMG
OUT2

CR6

CR6

 
 

注意 

•(EMGin・EMG1・SDN・ENBin・ENB1)は、安全ｶﾃｺﾞﾘに関係なく必ず配線接続してください。 
•EMG2・ENB2 は、安全ｶﾃｺﾞﾘ 3 以上を実現するためには必ず配線する必要があり、安全回路の二重化を

可能としています。 

•DET は、安全回路の動作不良(主にﾘﾚｰの接点溶着)を検知するための入力であり、XSEL ｺﾝﾄﾛｰﾗに接点

溶着検出をさせたい場合は必ず使用してください。安全回路側で閉じて接点溶着やその他の不良を管

理する場合、ｺﾝﾄﾛｰﾗに接続しなくても安全ｶﾃｺﾞﾘ 4 相当を実現することは可能です。

[XSEL-R/S/RX/SX/RXD/SXD 取扱説明書参照] 
 
 

150mm以上

通風

ﾌﾞﾚｰｷ電源 

ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｺﾝﾄﾛｰﾗ

ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｺﾝﾄﾛｰﾗ

上位ｼｽﾃﾑ<PLC>

駆動源 
遮断 
回路 

駆動源遮断ﾘﾚｰ 



ﾓﾆﾀ用 LED 

DeviceNet 
通信ｺﾈｸﾀ 

 CC-Link 
通信ｺﾈｸﾀ 

ﾓﾆﾀ用 
LED 

X-SEL の I/O ﾎﾟｰﾄ 
 
I/O ﾎﾟｰﾄは、XSEL ｺﾝﾄﾛｰﾗ内部にあるﾃﾞｰﾀの受け渡し場所です。 1 ﾎﾟｰﾄで 1 接点分(1bit)のﾃﾞｰﾀを受け渡し

できます。 
ﾃﾞｰﾀは、PIO(24V 入出力)、またはﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽを経由して受け渡しされます。 
1 つのﾎﾟｰﾄには、PIO、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽの一方からだけ接続が可能です。どちらを使用するか、ﾊﾟﾗﾒｰﾀで設定し

て使用します。 
 

ﾃﾞｰﾀ受け渡し

ﾃﾞｰﾀ受け渡し

PLC( 上位 )

入出力ﾕﾆｯﾄ

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽ

ｽﾏｽﾀﾕﾆｯﾄ

は、ﾃﾞｰﾀの流れを示します。

内部で接続
( 割付けは、
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定）

XSEL ｺﾝﾄﾛｰﾗ

I/Oｲﾝﾀﾌｪｰｽ

•拡張 I/O ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾌｨﾙﾄﾞﾊﾞｽｲﾝﾀﾌｪｰｽ

• DeviceNet ﾎﾞｰﾄﾞ
• CC-LINK ﾎﾞｰﾄﾞ

• PROFIBUS ﾎﾞｰﾄﾞ

• EtherCAT ﾎﾞｰﾄﾞ

• EtherNet/IP ﾎﾞｰﾄﾞ

•多点 I/O ﾎﾞｰﾄﾞ

1ﾎﾟｰﾄ

I/Oﾎﾟｰﾄ
入力ﾎﾟｰﾄ 出力ﾎﾟｰﾄ

000
001
002
003
004
005
006
007
008
009
010
011
012
013
014
015
016
017
018
019
020

300
301
302
303
304
305
306
307
308
309
310
311
312
313
314
315
316
317
318
319
320
321

 
●I/O ﾏｯﾌﾟ 

XSEL ｺﾝﾄﾛｰﾗの出荷時 I/O ﾎﾟｰﾄ No.と機能を以下に示します。 

XSEL のﾎﾟｰﾄ No.や機能割付けは、I/O ﾊﾟﾗﾒｰﾀによって変更することが可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
[仕様などの詳細は、DeviceNet 取扱説明書参照] 

ﾓﾆﾀ用 LED ○点灯、×消灯、☆点滅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ｺﾈｸﾀ名称 DeviceNet 接続ｺﾈｸﾀ 
ｹｰﾌﾞﾙ側 SMSTB2.5/5-STF-5.08AU 標準付属品(ﾌｪﾆｯｸｽｺﾝﾀｸﾄ製) 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ側 MSTB2.5/5-GF-5.08AU  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
[仕様などの詳細は、CC-Link 取扱説明書参照] 

 ﾓﾆﾀ用 LED ○点灯、×消灯、☆点滅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
[仕様などの詳細は、PROFIBUS-DP 取扱説明書参照] 

 ﾓﾆﾀ用 LED ○点灯、×消灯、☆点滅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
[仕様などの詳細は、EtherCAT 取扱説明書参照] 

 ﾓﾆﾀ用 LED ○点灯、×消灯、☆点滅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

PLC(EtherCAT(R)ﾏｽﾀﾕﾆｯﾄ) 

 

XSE L-R

Ethernet ｹｰﾌﾞﾙ
※

Ethernet

XSE L-S

Ethernet

OUT ｺﾈｸﾀ

IN

OUT

IN

その他

ｽﾚｰﾌﾞ

ｹｰﾌﾞﾙ
※

ｹｰﾌﾞﾙ
※

ｺﾈｸﾀ

ｺﾈｸﾀ

ｺﾈｸﾀ  
 

※ Ethernet ｹｰﾌﾞﾙ： ｶﾃｺﾞﾘ 5e 以上のｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ  100m 以内 
(ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟと編組の二重遮蔽ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ推奨) 

 
注 1 ﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾎﾟﾛｼﾞはﾃﾞｲｼﾞｰﾁｪｰﾝに限りｻﾎﾟｰﾄしています。 
注 2 EtherCAT 用通信ﾎﾟｰﾄは IN・OUT が決められています。通信ｹｰﾌﾞﾙの誤接続にご注意ください。 
注 3 終端処理の必要はありません。 

 

 
[仕様などの詳細は、EtherNet/IP 取扱説明書参照] 

 ﾓﾆﾀ用 LED ○点灯、×消灯、☆点滅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

(注)TCP/IP ﾒｯｾｰｼﾞ通信だけ使用した場合、NS、MS 共緑点滅になります。 

 

 

 

 

 

 

 
PLC (EtherNet/IP ﾏｽﾀﾕﾆｯﾄ) 

 

Ethernet ｹｰﾌﾞﾙ
※ Ethernet

ｹｰﾌﾞﾙ
※

XSE L-R XSE L-S

ﾊﾌﾞ

Ethernet
ｹｰﾌﾞﾙ

※

その他ｽﾚｰﾌﾞ  
※ Ethernet ｹｰﾌﾞﾙ： ｶﾃｺﾞﾘ 5 以上のｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ  100m 以内 

(ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟと編組の二重遮蔽ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ推奨) 

 
(注) 終端処理の必要はありません。 

 

 

 

 
 

DeviceNet 

LED 色 表示状態 表示内容 

NS 
 

緑 
○ ｵﾝﾗｲﾝ状態、正常通信中 

☆ ｵﾝﾗｲﾝ状態、ｺﾈｸｼｮﾝ無し 

橙 
○ 致命的ﾘﾝｸｴﾗｰ 

☆ ｺﾈｸｼｮﾝﾀｲﾑｱｳﾄ 

緑/橙 ☆(交互) ｾﾙﾌﾃｽﾄ 

－ × ｵﾌﾗｲﾝ/電源供給無し 

MS 

緑 
○ 通常運転 

☆ ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ未設定または不完全⇒要試運転 

橙 
○ 回復不可能な異常 

☆ 回復可能な異常 

緑/橙 ☆(交互) ｾﾙﾌﾃｽﾄ 

－ × 電源供給無し 

CC-Link 

LED 色 表示状態 表示内容 

STATUS1 橙 

○ 
自局宛受信ﾃﾞｰﾀが異常 

通信設定異常(局番設定/ﾎﾞｰﾚｰﾄ設定等) 

☆ 
ﾘｾｯﾄ解除時の局番設定およびﾎﾞｰﾚｰﾄ設定値から値が

変化(0.4sec 周期で点滅) 

× 正常交信中 

STATUS0 緑 ○ 通信開始で点灯、一定時間以上通信が途切れると消灯 

ｺﾈｸﾀ名称 CC-Link 接続ｺﾈｸﾀ 

ｹｰﾌﾞﾙ側 MSTB2.5/5-ST-5.08AU 標準付属品(ﾌｪﾆｯｸｽｺﾝﾀｸﾄ製) 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ側 MSTBA2.5/5-G-5.08AU  

PROFIBUS-DP 

LED 色 表示状態 表示内容 

Operation 
Mode 

緑 
○ ｵﾝﾗｲﾝ(正常通信中) 

☆ ｵﾝﾗｲﾝ(ｸﾘｱ状態) 

橙 
☆(1HZ) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ化ﾃﾞｰﾀ異常 

☆(2HZ) ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ異常 

－ × ｵﾝﾗｲﾝ状態/電源供給無し 

Status 
緑 

○ 初期化完了 

☆ 初期化完了(ﾈｯﾄﾜｰｸ診断ｲﾍﾞﾝﾄ有) 

橙 ○ 例外ｴﾗｰ 

－ × 電源供給無し/未初期化 

ｺﾈｸﾀ名称 PROFIBUS-DP 接続ｺﾈｸﾀ 
ｹｰﾌﾞﾙ側 9 ﾋﾟﾝ D ｻﾌﾞｺﾈｸﾀ(ｵｽ) ご用意ください 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ側 9 ﾋﾟﾝ D ｻﾌﾞｺﾈｸﾀ(ﾒｽ)  

EtherCAT 

LED 色 表示状態 表示内容 

RUN 
緑 

○ 正常通信中(OPERATION 状態) 

☆ 
ON 0.2sec/OFF 0.2sec 

ﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ通信でｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ状態

(PRE-OPERATION 状態) 

☆ 
ON 0.2sec/OFF 1sec 

ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ完了状態

(SAFE-OPERATION 状態) 

橙 ○ 回復不可能な異常(ﾓｼﾞｭｰﾙ異常) 

－ × 初期化状態(INIT 状態)/電源供給無し 

ERR 
橙 

○ 回復不可能な異常(ﾓｼﾞｭｰﾙ異常) 

☆ 0.2sec 周期 ﾈｯﾄﾜｰｸ構成異常 

☆ 

ON 0.2sec2 回/OFF 1sec 通信異常(ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾀｲﾑｱｳﾄ) 

－ × 電源供給無し/異常なし 

Link/ 
Activity 

緑 
○ ﾘﾝｸ中(通信ﾄﾗﾌｨｯｸ未検出) 

☆ 0.05sec 周期 ﾘﾝｸ中(通信ﾄﾗﾌｨｯｸ検出) 

－ × ﾘﾝｸなし/電源供給なし 

ｺﾈｸﾀ名称 EtherCAT 接続ｺﾈｸﾀ 

ｹｰﾌﾞﾙ側 8P8C ﾓｼﾞｭﾗﾌﾟﾗｸﾞ ｶﾃｺﾞﾘ 5e 以上のｽﾄﾚｰﾄ STP ｹｰﾌﾞﾙ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ側 8P8C ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ  

EtherNet/IP 

LED 色 表示状態 表示内容 

NS 

緑 
○ ｵﾝﾗｲﾝ(正常通信中) 

☆ ｵﾝﾗｲﾝ(ｺﾈｸｼｮﾝ無し) 

橙 
○ IP ｱﾄﾞﾚｽ重複、致命的なﾘﾝｸｴﾗｰ 

☆ ｺﾈｸｼｮﾝﾀｲﾑｱｳﾄ 

－ × 電源供給無し/IP ｱﾄﾞﾚｽ未設定 

MS 

緑 
○ 通常運転 

☆ ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ未設定/不完全、要試運転 

橙 
○ 回復不可能な異常 

☆ 回復可能な異常 

－ × 電源供給無し 

ｺﾈｸﾀ名称 EtherCAT 接続ｺﾈｸﾀ 
ｹｰﾌﾞﾙ側 8P8C ﾓｼﾞｭﾗﾌﾟﾗｸﾞ ｶﾃｺﾞﾘ 5e 以上のｽﾄﾚｰﾄ STP ｹｰﾌﾞﾙ 
ｺﾝﾄﾛｰﾗ側 8P8C ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ  

入力ﾎﾟｰﾄ№000～299または1000～3999 
出力ﾎﾟｰﾄ№300～599または4000～6999 

 
MSEP-DeviceNet 仕様

V+

Drain
(ｼｰﾙﾄﾞ)

CAN_H

CAN_L

V-

赤

白

青

黒

赤

白

青

黒

V+

Drain
(ｼｰﾙﾄﾞ)

CAN_H

CAN_L

D 種接地

V+

Drain
(ｼｰﾙﾄﾞ)

CAN_H

CAN_L

V-

赤

白

青

黒

通信電源は外部からの供給が必要です 。

終端になる場合は、終端抵抗の
接続が必要です。

V-

終端抵抗
121Ω

ﾏｽﾀﾕﾆｯﾄ ｽﾚｰﾌﾞ機器 終端抵抗
121Ω

24V 電源
( 旧第三種接地：接地抵抗 100Ω 以下 )  

XSEL 

 

5 
   

   
   

   
   

1

9 
   

   
   

 6

ｹｰﾌﾞﾙ

ｼｰﾙﾄﾞ

赤色　Bﾗｲﾝ(ﾌﾟﾗｽ側 )

緑色　Aﾗｲﾝ(ﾏｲﾅｽ側 )

 

ﾓﾆﾀ用 LED 

 ﾓﾆﾀ用LED 

EtherNet/IP 
接続ｺﾈｸﾀ 

 
MSEP
-CC-Link
仕様

SLD と FG は内部で接続されています。

終端になる場合は、終端抵抗の
接続が必要です。

CC-Link 専用ｹｰﾌﾞﾙの種類により終端抵抗は異なります 。
・ｹｰﾌﾞﾙFANC-SBH···130Ω1/2W
                  (CC-Link 専用高性能ｹｰﾌﾞﾙ)

・ｹｰﾌﾞﾙFANC-SB······110Ω1/2W
                  (CC-Link 専用ｹｰﾌﾞﾙ)

D 種接地

ﾏｽﾀﾕﾆｯﾄ ｽﾚｰﾌﾞ機器終端抵抗 終端抵抗

( 旧第三種接地：接地抵抗 100Ω 以下 )

XSEL 

ﾓﾆﾀ用 LED 

PROFIBUS 
-DP 
通信ｺﾈｸﾀ 



立ち上げ手順 

本製品を初めて使用する場合、以下の手順を参考にして確認漏れや配線ﾐｽがないよう作業してください。 
警告： • 電源投入時、ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾞﾚｰｷ解除ｽｲｯﾁは、必ず右側(NOM)にしてください。 

左側(RLS)の場合、自重で落下し身体を挟まれたりﾜｰｸを損傷する恐れがあります。 
• 必ずｺﾝﾄﾛｰﾗに指示してある製造番号のﾛﾎﾞｯﾄと接続してください。 
指定外のﾛﾎﾞｯﾄを接続した場合、ｺﾝﾄﾛｰﾗの焼損や誤動作する恐れがあります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

●異常時の処置 
立上げ中によくでるｱﾗｰﾑなどです。以下を参考に処置してください。 

これ以外につきましては、取扱説明書を参照してください。 
ｽﾃｰﾀｽ表示 ｽﾃｰﾀｽの内容 原因および処置 

 非常停止中 ｱﾗｰﾑではありません。 
・ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ、ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽの非常停止ｽｲｯﾁが解除されていないときに
発生します。解除してください。 

・ﾊﾟｿｺﾝｹｰﾌﾞﾙに非常停止ﾎﾞｯｸｽが接続されていないときに発生します。接
続してください。 

・非常停止回路を確認してください。 
 ｾｰﾌﾃｨｹﾞｰﾄｵｰﾌﾟﾝ中 

ﾃﾞｯﾄﾞﾏﾝｽｲｯﾁ OFF 中 
ｱﾗｰﾑではありません。 
・ｼｽﾃﾑ I/O の ENB 信号がｵｰﾌﾟﾝになっている場合、発生します。ENB 信号
を確認してください。(ｾｰﾌﾃｨｹﾞｰﾄが開いているときに発生します。ｾｰﾌﾃ
ｨｹﾞｰﾄを閉じてください。) 

・XSEL-R/RX/RXD ｺﾝﾄﾛｰﾗの AUTO/MANU ｽｲｯﾁが MANU で、ﾊﾟｿｺﾝまた
はﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽが接続されていない場合に発生します。ﾊﾟｿｺﾝまたはﾃｨｰ
ﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽを接続するか、AUTO/MANU ｽｲｯﾁを AUTO にしてください。 

・ｱｸﾁｭｴｰﾀを動作する場合、ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽのﾃﾞｯﾄﾞﾏﾝｽｲｯﾁを握って、ON し
てください。 

 AC 電源遮断 
瞬時停電 
電源電圧ﾄﾞﾛｯﾌﾟ 

電源電圧が正しく供給されていない場合に発生します。例えば、AC200V
仕様ｺﾝﾄﾛｰﾗに AC100V の電源を供給している場合などに発生します。電源
を確認してください。 

 ｱﾌﾞｿﾃﾞｰﾀﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾊﾞｯﾃﾘ電圧異常 電池が取り付けられていない、またはﾊﾞｯﾃﾘ電圧低下で発生します。 
単軸・直交軸ｱｸﾁｭｴｰﾀのｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ仕様の場合、初めての電源投入時に発生
します。 
ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄﾘｾｯﾄを行ってください。 

 ｴﾝｺｰﾀﾞ受信ﾀｲﾑｱｳﾄ ｴﾝｺｰﾀﾞ故障、ｹｰﾌﾞﾙの断線またはｺﾝﾄﾛｰﾗにｴﾝｺｰﾀﾞｹｰﾌﾞﾙが接続されていない
場合に発生します。配線を確認してください。 

 24V I/O 異常 
DO 出力電流ｴﾗｰ 

I/O 用の+24V 電源が入力されていない場合に発生します。電源を確認して
ください。 
 
(I/O24V 電源を接続せずにｺﾝﾄﾛｰﾗを立ち上げる方法) 
I/O ﾎﾞｰﾄﾞに対応する I/O ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.10～13 の設定を、“0”にします。 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽｴﾗｰ ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽのﾘﾝｸ接続が確立していない場合に発生します。 
ﾘﾝｸｹｰﾌﾞﾙの接続、I/O ﾊﾟﾗﾒｰﾀおよび PLC 側のﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を確認してくださ
い。 
 
(ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽを接続せずにｺﾝﾄﾛｰﾗを立ち上げる方法) 
I/O ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.18 または 235 の設定を、“0”にします。 

 RC ｹﾞｰﾄｳｪｲ重故障ｴﾗｰ RC ｹﾞｰﾄｳｪｲを使用している場合、ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾏｳﾝﾄ SIO(ｼﾘｱﾙ通信)がｴﾗｰの場
合に発生します。 
次に示す様な原因があります。 
・有効全 RC 軸が脱落している(認識できない)。 
 →ｹｰﾌﾞﾙ未接続、断線などが考えられます。配線を確認してください。 
・ﾒｲﾝ CPU 基板の給電ｽｲｯﾁが 0V になっている。 
 →+5V 供給ｽｲｯﾁを、右側(+5V 供給側)にしてください。 
・ﾏｳﾝﾄ SIO が一時間以上、DPRAM ｱｸｾｽ権が取得できなかった。 
 →X-SEL、RC ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾊﾟﾗﾒｰﾀを確認してください。 
・ﾏｳﾝﾄ SIO に CPU 異常などの重大ｴﾗｰが発生した。 
 →ﾊｰﾄﾞｳｪｱの故障です。弊社にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本社・工場 〒424-0103 静岡県静岡市清水区尾羽 577-1 TEL 054-364-5105 FAX 054-364-2589 

東京営業所 〒105-0014 東京都港区芝 3-24-7 芝エクセージビルディング 4F TEL 03-5419-1601 FAX 03-3455-5707 

大阪営業所 〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島 6-2-40 中之島インテス 14F TEL 06-6479-0331 FAX 06-6479-0236 

名古屋支店       

名古屋営業所 〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄 5-28-12 名古屋若宮ビル 8F TEL 052-269-2931 FAX 052-269-2933 
小牧営業所 〒485-0029 愛知県小牧市中央 1-271 大垣共立銀行 小牧支店ビル 6F TEL 0568-73-5209 FAX 0568-73-5219 

四日市営業所 〒510-0086 三重県四日市市諏訪栄町 1-12 朝日生命四日市ビル 6F TEL 059-356-2246 FAX 059-356-2248 

豊田支店       

新豊田営業所 〒471-0034 愛知県豊田市小坂本町 1-5-3 朝日生命新豊田ビル 4F TEL 0565-36-5115 FAX 0565-36-5116 
安城営業所 〒446-0058 愛知県安城市三河安城南町 1-15-8 サンテラス三河安城 4F TEL 0566-71-1888 FAX 0566-71-1877 

盛岡営業所 〒020-0062 岩手県盛岡市長田町 6-7 クリエ 21 ビル 7F TEL 019-623-9700 FAX 019-623-9701 
秋田出張所 〒018-0402 秋田県にかほ市平沢字行ヒ森 2-4 TEL 0184-37-3011 FAX 0184-37-3012 

仙台営業所 〒980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉 1-6-6 イースタンビル 7F TEL 022-723-2031 FAX 022-723-2032 

新潟営業所 〒940-0082 新潟県長岡市千歳 3-5-17 センザイビル 2F TEL 0258-31-8320 FAX 0258-31-8321 
宇都宮営業所 〒321-0953 栃木県宇都宮市東宿郷 5-1-16 ルーセントビル 3F TEL 028-614-3651 FAX 028-614-3653 

熊谷営業所 〒360-0847 埼玉県熊谷市籠原南 1-312 あかりビル 5F TEL 048-530-6555 FAX 048-530-6556 

茨城営業所 〒300-1207 茨城県牛久市ひたち野東 5-3-2 ひたち野うしく池田ビル 2F TEL 029-830-8312 FAX 029-830-8313 
多摩営業所 〒190-0023 東京都立川市柴崎町 3-14-2 BOSEN ビル 2F TEL 042-522-9881 FAX 042-522-9882 

甲府営業所 〒400-0031 山梨県甲府市丸の内 2-12-1 ミサトビル 3 F TEL 055-230-2626 FAX 055-230-2636 

厚木営業所 〒243-0014 神奈川県厚木市旭町 1-10-6 シャンロック石井ビル 3F TEL 046-226-7131 FAX 046-226-7133 
長野営業所 〒390-0852 長野県松本市島立 943 ハーモネートビル 401 TEL 0263-40-3710 FAX 0263-40-3715 

静岡営業所 〒424-0103 静岡県静岡市清水区尾羽 577-1 TEL 054-364-6293 FAX 054-364-2589 

浜松営業所 〒430-0936 静岡県浜松市中区大工町 125 シャンソンビル浜松 7F TEL 053-459-1780 FAX 053-458-1318 
金沢営業所 〒920-0024 石川県金沢市西念 3-1-32 西清ビル A 棟 2F TEL 076-234-3116 FAX 076-234-3107 

滋賀営業所 〒524-0033 滋賀県守山市浮気町 300-21 第 2 小島ビル 2F TEL 077-514-2777 FAX 077-514-2778 

京都営業所 〒612-8418 京都府京都市伏見区竹田向代町 559 番地 TEL 075-693-8211 FAX 075-693-8233 
兵庫営業所 〒673-0898 兵庫県明石市樽屋町 8-34 第 5 池内ビル 8F TEL 078-913-6333 FAX 078-913-6339 

岡山営業所 〒700-0973 岡山県岡山市北区下中野 311-114 OMOTO-ROOT BLD.101 TEL 086-805-2611 FAX 086-244-6767 

広島営業所 〒730-0051 広島県広島市中区大手町 3-1-9 広島鯉城通りビル 5F TEL 082-544-1750 FAX 082-544-1751 
徳島営業所 〒770-0905 徳島県徳島市東大工町 1-9-1 徳島ファーストビル 5F-B TEL 088-624-8061 FAX 088-624-8062 

松山営業所 〒790-0905 愛媛県松山市樽味 4-9-22 フォーレスト 21 1F TEL 089-986-8562 FAX 089-986-8563 

福岡営業所 〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東 3-13-21 エフビル WING 7F TEL 092-415-4466 FAX 092-415-4467 
大分営業所 〒870-0823 大分県大分市東大道 1-11-1 タンネンバウム Ⅲ 2F TEL 097-543-7745 FAX 097-543-7746 

熊本営業所 〒862-0910 熊本県熊本市東区健軍本町 1-1 拓洋ビル 4F TEL 096-214-2800 FAX 096-214-2801 

 

お問合わせ先 
お客様センター エイト  

（受付時間） 月～金 24 時間 (月 7：00AM～金 翌朝 7：00AM) 
土、日、祝日 8：00AM～5：00PM 
(年末年始を除く) 

   

 フ リ ー  
ダイヤル 0800-888-0088 

 FAX： 0800-888-0099   （通話料無料） 
ホームページアドレス www.iai-robot.co.jp 

管理番号：MJ0314-1E

No→ 

  • 安全上、最初の移動のときはｾｰﾌﾃｨ速度を有効にして

運転を行ってください。 

  • 垂直に設置している場合、ﾌﾞﾚｰｷ解除ｽｲｯﾁを[RLS]
側にする時は、自重で落下して手をはさんだり、 

ﾊﾝﾄﾞを破損しないようにしてください。 

重点確認項目 
・ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ(FG)および保安接地(PE)を行いましたか？ 
・ﾉｲｽﾞ対策は行われていますか？ 

↓Yes 

No → 

↓ 

→ 

電源投入・ｱﾗｰﾑの確認 
ﾊﾟｿｺﾝ、またはﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽを接続し、電源を投入します。 

ｽﾃｰﾀｽの表示内容により、 
それぞれ対応してください。 

ｻｰﾎﾞ ON 
ﾊﾟｿｺﾝ、またはﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽの操作により、 
ｻｰﾎﾞ ON してください。 

確認項目 
ﾊﾟｿｺﾝｿﾌﾄ、またはﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽの
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ編集画面で、SV が ON 
しているか確認してください。 

ｱﾗｰﾑが発生している場合、ﾊﾟｿｺﾝ、またはﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽの 
操作により、ｱﾗｰﾑ内容を確認して対処してください。 

No → 

→ 

 
↓ 

↓Yes 

確認項目 
ｽﾃｰﾀｽ表示が 
「 」になっていますか? 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定 
ﾊﾟｿｺﾝ、またはﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽの操作により、I/O ﾊﾟﾗﾒｰﾀなどの設定を行ってください。 
[参考] PIO 使用で、I/O24V 電源を接続せずに立ち上げる場合は、I/O ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.10～11 を 0(異常を監視しない)にしてください。ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽ

使用の場合で、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽを接続せずに立ち上げる場合は、I/O ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.18 または 235 を 0(異常を監視しない)にしてください。 

製品の確認 
納入品が全てありますか? 

↓ 

ﾓｰﾀｹｰﾌﾞﾙは接続されていますか? No→ 

↓Yes 
↓Yes 

No→ 

ｱｸﾁｭｴｰﾀの動作確認 
ｼﾞｮｸﾞ運転により、ﾌﾙｽﾄﾛｰｸの運転が異常なく行えることを確認してください。 

↓Yes 

安全回路の確認 
非常停止回路(駆動源遮断回路)が正常に動作し、ｻｰﾎﾞｵﾌしますか？ 

設置および配線 
本書の内容にしたがって、ｺﾝﾄﾛｰﾗおよびﾛﾎﾞｯﾄの設置および
配線を行ってください。 

販売店または当社まで連絡してください。 

ﾓｰﾀｹｰﾌﾞﾙを接続してください。 

←Yes 

  垂直に設置している場合、ｻｰﾎﾞ ON/OFF を繰返すと、
自重により、若干下降することがあります。 
手をはさんだりﾊﾝﾄﾞを破損しないようにしてください。 

非常停止回路を確認してください。 

以上で、運転準備が完了しました。 
運転ﾊﾟﾀｰﾝに合わせたﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を行ってください。 
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